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【手続補正書】
【提出日】平成19年11月19日(2007.11.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の画像と合成されると特定の干渉パターンが生じるように、第２の画像を生成する
生成手段と、
　前記生成手段で生成された第２の画像を出力する出力手段とを有することを特徴とする
サーバ装置。
【請求項２】
　ユーザからの指示に基づいて、第１の画像を識別する識別情報を送信する送信手段と、
前記送信手段で送信された識別情報に基づく画像であって、かつ、前記第１の画像と合成
されると特定の干渉パターンが生じる画像である第２の画像を受信する受信手段と、
　前記受信手段で受信した第２の画像と前記第１の画像とが合成されるように制御する制
御手段とを有することを特徴とする情報処理装置。
【請求項３】
　第１の画像と合成されると特定の干渉パターンが生じる第２の画像を受信する受信手段
と、
　前記受信手段で受信した第２の画像と、前記第１の画像とを合成する合成手段とを有す
ることを特徴とする画像処理装置。
【請求項４】
　前記第１の画像は、紙上に画像形成された画像であり、
　前記合成手段は、
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　前記第１の画像がプリントされた紙上に、前記受信手段で受信した第２の画像をプリン
トすることで、合成することを特徴とする請求項３に記載の画像処理装置。
【請求項５】
　前記第１の画像がプリントされた紙を読取る読取手段をさらに有し、
　前記合成手段は、
　前記読取手段で読取って得られた第１の画像と、前記受信手段で受信した第２の画像と
を合成することを特徴とする請求項３に記載の画像処理装置。
【請求項６】
　前記第１の画像を受信する第２の受信手段をさらに有し、
　前記合成手段は、
　前記受信手段で受信した第１の画像と、前記第２の受信手段で受信した第２の画像とを
合成することを特徴とする請求項３に記載の画像処理装置。
【請求項７】
　第１の画像と合成されると特定の干渉パターンが生じるように、第２の画像を生成する
生成工程と、
　前記生成工程で生成された第２の画像を出力する出力工程とを有することを特徴とする
サーバ装置の制御方法。
【請求項８】
　ユーザからの指示に基づいて、第１の画像を指定する識別情報を送信する送信工程と、
前記送信工程で送信された識別情報に基づく画像であって、かつ、前記第１の画像と合成
されると特定の干渉パターンが生じる画像である第２の画像を受信する受信工程と、
　前記受信工程で受信した第２の画像と前記第１の画像とが合成されるように制御する制
御工程とを有することを特徴とする情報処理装置の制御方法。
【請求項９】
　第１の画像と合成されると特定の干渉パターンが生じる第２の画像を受信する受信工程
と、
　前記受信工程で受信した第２の画像と、前記第１の画像とを合成する合成工程とを有す
ることを特徴とする画像処理装置の制御方法。
【請求項１０】
　前記第１の画像は、紙上に画像形成された画像であり、
　前記合成工程は、
　前記第１の画像がプリントされた紙上に、前記受信工程で受信した第２の画像をプリン
トすることで、合成することを特徴とする請求項９に記載の画像処理装置の制御方法。
【請求項１１】
　前記第１の画像がプリントされた紙を読取る読取工程をさらに有し、
　前記合成工程は、
　前記読取工程で読取って得られた第１の画像と、前記受信工程で受信した第２の画像と
を合成することを特徴とする請求項９に記載の画像処理装置の制御方法。
【請求項１２】
　前記第１の画像を受信する第２の受信工程をさらに有し、
　前記合成工程は、
　前記受信工程で受信した第１の画像と、前記第２の受信工程で受信した第２の画像とを
合成することを特徴とする請求項９に記載の画像処理装置の制御方法。
【請求項１３】
　請求項７乃至１２の何れか１項に記載の方法の各工程をコンピュータに実行させるため
のプログラム。
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